
A新 規 (20歳以上で、有効期間が10年の一般林

一般旅券発給申請書
赫 望する申請者用)
日

券 10年用

目

「
日
ヽヽ‐
「
．
ィ
‐
　
　
‥́
　
‘
１
１
１
　
　
　
一

二
、
こ
の
用
紙
は
機
械
で
読
取
り
ま
す
の
で
折

ら
な

ヽ
で
下
さ

い
。
折

っ
た
場
合
は
申
請
書
に
改
め
て
記
入
を
お
願

い
す

け
た
場
合
は
、
水
券
法
第

ニ
ニ
条
及
び
刑
法
第

一
五
七
条

の
規
定
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

一■

注
意

　

一二

太
枠

内

の

所

定

の
欄

に

黒

イ

ン

ク

（
黒

ボ

ー

ル

ベ

ン

で

も

可

）

で
枠

か

ら

は

み

出

さ

な

い
よ

う

記

入

し

て

下

さ

い
。

※

の
あ

る

欄

で

は

「
　

」

枠

内

に

「
レ
」

中

を

、

そ

の

他

の
欄

は

楷

書

体

に

よ

り

（
署

名

の
襴

は

除

く

）
　

（
し

て

五

わ
か
国
固
有
の
領
上
で
あ
る
光
方
領
上

一択
捉
島
　
国
後

島
、
色
丹
島
及
び
歯
舞
群
島
一
は
渡
航
先
に
は
合
ま
れ
ま

せ
ん
。

虚
偽
の
記
載
を
し
て
こ
の
申
請
に
係
る
旅
券
の
交
付
を
受

有効期間 V

受

番

区 分

彗 |
確 認

発イ子年 月日 交付年月日 ”春
ｇ
丁

旅

番

写 真

注 意

|.IP請者本人のえ

2. 6か 月以内に撮浮′したもの

3 正面、無帽、無背景
4 縦45mm× 横35mm
(´ 、ヽちなし)

民
_4‐ カ ス じL

お
1

針 蒜
=士

あ
ヘボン式ローマ字

て'活字体大文字で記

記 入して下さい。
メ｀
(枠 が足 りない場合は

窓ロヘ申し出て下さい
'

一・ イ
/｀＼

〕
‥ θ 八

一，

Ｌ

／
一
／

■
う

‘ヽ
ノ月一υ二層^ｒヘ

所持人 自署

入

所 llノ、自署lltlに は中ii者 本人が

著名して下 さい。たたし、申講者
白じン署名すること力i困難な場合は、
法定代理人等か申講者にイヽわ り中

請者の民名を記入することがてき

ま り。
その場合には、′1線 より上の枠
内に中読者の民名を記入 し、や線
より下の枠内に記入者の民名及び

中講者との関イ系を記入 して下 さい

("|え は、by A YAMAIn(Father)
なと)

し t

性

　

利

※
/   1告言|※   /

(年 月日が一桁

の場合は十の

位に0を 記入)

ノ ∫ 一「
Ｐ，′

／

本

　

籍 ヤオ、
(市区郡以下番地まて記入 して下 さい )

新痛正、う人く像〕JO、 S｀,11奮 r4:
今 ま (に ネ 券 の 発 ネ合を受 け た こ とが あ り ま す力 (い ギれ か を( FF´ (囲 ん て 下 さ い )。  あ る  な い

給 を そけ た こ とか あ る J場 合 は  it後 に 分給 を受 け た 0待卜に つ い て記 入 して 下 さい 。

旅券

番号 ノ

氏るの交:

場合は、
ローマ宇、

「

し′ρ すつ ι
こに基づ〈祈規

`さ

給を申議する

なの水ふに記式のは (旧 |・l等 )を
左詰めて記入して下さい。

ｒ
／イヽ

、ご
／

発イテ年 月日

西暦 で記入 ノ ,/ ιノ ≠

λ『3角湾 満(ク /‐)歳
して下 さい。

ネ

第

般

記
一
列”鍵
」
”中［
慟
許
嗚
え

て

は

せ

Ｌ

合

ま

用

場

れ

使

の

さ

を

柿
箭
詢
獅
細
劉

現 二ヽ 所

〒ユ
`メ

・ごT‐'7
1T‐|・ノ警i株

電話 ′な多ι.(}二 )`ク 'P
―
,一 111

X

/t'i(ll■ ;ろ

'場
合 : ム1'11,

, 右の1‖ 11記入 1

丁 電話    (   )

/舅
増森tiγ 彎`
'場
合 サイ「ク,仙11: ,
記ヽ
'、

t〔 lさ い/ ´い格

■
　

■

¨

″
　
ぽ
‐̈́〓

一■

歩

」

　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　́
一
一

ｔ

ｒ

・

一・、
り

　

嬌

〓̈
，　
　
・
・
‐ヽ

／
　
　

　

オ
ｌ

ｒ

〒

嗜

電話  ご,〕
● )

(ず iイ IF)■ ■■  内線 (■

す|∫ヒ:1- ,|′ 1 1 「 rli f' ,サ

)

「
8

日本国内の

緊恙連絡先

住所

へ名

ウヽ ′
`.´

, 'f'」 1,オ、注:I`|‐ tFl):ギリギ″.F:|
/づ つ●

′紹 }    本人との関係  1
電話 r■ ど́ ( ) 内線 ( )

Ｉ
穫̈

朴
　
務

　
省

雰゙月もガ 3か 月らく上 出発予定日 1手戌 |,1年 月 曰

升J

=」

等

関

イ系

次の各事項に該当しているか否か、ヽヽずれかを〇
`Pで
囲んで下さヽ 外

国
人
（外
国
）
と
の
身
分
関
係

る
日

す
月
有
年得ヽ

は
取
合
び
場

及
る
因
い
凛
て
得
し
取
有
籍
せ
国
併
外
を
　
ヽ

籍
籍
国
国
外
外

|

2

3

タト国において退去命令スは11に 典せられたことがありますか。

現在日本国法今により、犯罪につき起訴されていますか。

現在日本国法今により、侯由獄、刑の執行停止、執行猶子スは

保護観察の処分を受けていますか。また、刑の軌行 を受けなけ

ればならない状態にありますか。

旅券法に違反して刑に処せられたことがありますか。

「国の援助等を必要 とする帰国者に関する領事官の職務等に関

する法律」を適用され、タト国から帰国したことがありますか。

ある

ヽヽ る

4

5

絲一郷一　
　
絲
一

筆
駒

配偶者スは奏親がタト国籍者の場合は、その
国籍及び続柄

都

道

府

県
タト務 省

コー ド欄

13条   10,J名 表示
対立地域 |1 非ヘホン

14  {5タトる空言こ

15 暦タト表示

OA ,1人  OC 解除   OE職 権
OB 夫効 OD その他:T正  OG再作成

官庁 コー ド

（裏
面
も
記
入
し
て
下
さ
い
）

(″ 1:己 第 1号オ茉式 ) 大蔵省fP昴 1局 製造 用紙の大 きさは A4



次の各項 liのいずれかに該当する場合には、該当する筒所を数字とともにOFpで囲んだ上で下記の①渡航目的欄、②渡航

先lll及び③lllIIIll(11重発給を受けようとする場合のみ)に記入して下さい。          //
1.表面の刑罰等関係欄に該当する事項がある場合

1棄黛見空醤発鰹:皇脅iぅ とする場合        ・ れ ｀澤 榜
ゝ

① 渡航 目的(具体的に)

②今 回の渡航 先(該当する渡航先を、コードとともに○印で囲んでドさい)

甲 割〕鮒 詰 乃:Fフイ0:ボ
ンィン決こシ
ア &(マ h“ζアスリ;マ

ンカイふド
パ
橘タ
ン

ネ常
ル主κび 盟 畿般「  

大洋州
 1亨鶴♂

二
=「
κ「
ランドワ

|ご
一二~・

4ざ
ドニア議百
り
「√夕

、『イ理甲押 鶴
ダメ
為Fコ
プ
乙イ
ル
F牛ちれ
テインコ

L絶
ビア
宅ヽ ふ:ボち7イア パら後√イ

L■吾塁ギニ」各恩 剛1ツ フ孔
`ス

 イ偽:ア 亀
`4ス

 I亨乱: 
べ
裳ぼ
~ オ諦ダ ノー雀:ェー スウれ丁デン

デン品―ク フィ6Zン ド アイ当7ンド ス11ン ポ′℃|√ルギ:17ャ ロ

「

ポ■乙
ンドチれ

`コ

 ハ
イ:乱リ
ール■孟
ニア

プソ
∵絶リア
スロ
箋落キ
アL中近東ア子型|」

イ
4群
イマ1ク ト↓
コ
れ:Fレ術ィ
ンサウディ馬Fラ

ビアク
7ぉ6イ
トエ
17ト

ス
了
ンモ
Lζ
コ
編アジヨメ拓ダ

ン
笥
レ
こ尋
ブ
需国イち:ン リ」 テ橘ジ

アアル
浅薄
リアイ
17「
ル

上 記 以 外

の 渡 航 先
コ ー  ド

③り■山(l TI発給を受けようとする,I山 を具体的に)
/

外  務  大  臣  殿                   平成  年  月  日
在       大使 総領事 殿

この申請書の記載は事実に相違なく、旅券法第 3条の規定により、一般旅券の発給を申請します。
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官公庁職員身分証明書

点必要な FF類 )
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〃、は本件申請に係る必要書類等を申請者に代わり提出することを引き受けました。私が提出する中請者の

所持人白袢及び申 tl者署名は本人自筆のもの (又は通iEな記名)であること及び写真は本人のものに相違
ないことを確認 します。私は、過去 5年間、旅券の不il取得に係わったことはありません。
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連絡先電話番号 ´ )(_''0シ ))γ //

中請 4/の指定した者が、代わりに中請書類等を提出する場合には、身元を確認するに足る書類等を提示 (111)し て下さい。
この中請による旅券」k得がわ力,■ l法令の罰則に該当する場合、申請者に代わって必要書類等を1/L出 した者も罰せられること
があります。

法定代理1人が中請者に代わって中請吉類等を17L111す る場合には、本様式の提 |11は 不要です。

ア名は必ず本人が行って Fさ い (署名が困難な場合を除く)。

なお、署名が|バ難なlaJ合であって、法定代Ijl人でない者が記名する場合は、押印が必要です。
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